歴史地震研究会2017年度　第2回幹事会議事録
日時：2017年11月20日（月）17：00～19：00
場所：地震予知総合研究振興会会議室
出席者：松浦律子（会長）、堀川晴央（副会長）、林能成、内田篤貴、小松原琢、松崎伸一、

石辺岳男（以上、幹事）、宍倉正展（旧幹事）、植竹富一（監査役）
1． 役員および委員名簿の確認

　資料通りであることを確認した。依頼状も送付済み。
2． 入退会者の承認

　2名（原田怜氏、深澤晋司氏）から入会届けがあった旨の報告があり承認した。その結果、現在の会員数は311名となった。
3． ２０１７年大会のまとめ
参加者は会員84名、非会員26名の計110名だった。発表数は口頭38件、ポスター16件。懇親会の参加者は48名、巡検参加者は33名（当日キャンセルがあり参加費は36名分徴収）。
巡検は台風接近による荒天のため、鹿島神宮への立ち寄りを省略するなど、スケジュールを変更して実施した。
決算は収入712,720円、支出662,717円となり50,003円の黒字となった。
4． ２０１８年大会の計画

行事日程の詳細が決定した。

2018年9月22〜25日　　会場：ホルトホール大分
　22日：公開講演会（15:00-17:15）
　23日：研究会・懇親会
　24日：研究会・総会
　25日：巡検
· 懇親会　23日（日）18:00-20:00、ホルトホール内のホルトガーデンで立食パーティー。50人で予約する。
· 巡検　25日（火・平日）に日帰りで実施。
· 大型バス利用。8:30大分駅出発、フロイスらの辿った道、由原宮の地震記録、関神社の津波痕跡、奈多宮の津波記録と宝物などを廻る。15:30大分空港、16:10JR杵築駅、17:20大分駅で解散。
· 食事は「関あじ関さば館」にて関の海鮮丼の予定。海産物がNGの人は豊後の天丼またはとり天定食を提供することが可能。
· 公開講演会
· 講師は大分市教育委員会・坪根伸也氏、日出町歴史資料館・平井義人氏、東京大学・佐竹健治氏の3人。全員承諾済み。
· 地元への周知は大分市報、県庁・市役所記者クラブへの投げ込み、ホルトホールおよび大分県立図書館にリーフレットを置く、「大分歴史と自然を学ぶ会」への情報提供を考える。
· 共催申請

· 大分市（共催、4月以降手続き、窓口は総務部防災危機管理課）
· 大分市教育員会（後援または共催、年明け以降に手続き、窓口は教育部文化財課）

· 大分県には共催・後援の依頼はしない。研究会開催についての情報は伝達済み。
· その他

· 会場の廊下に受付机を設置することができないことがわかったので、ポスター会場兼受付として301室を使用する。利用料は3日間で16,380円。
· 大会用メーリングリストを既に作成済み。rekishi2018@ml.histeq.tokyo。登録メンバーは松崎、日名子、松浦、小松原、宍倉、室谷。
· 講演要旨集の見積もりをとったところ、大分市内の印刷屋では60ページ100部で91,800円だった。値段交渉をする、他でも見積もりをとるなどの努力をする。
· 編集出版委員会関係
· 33号の編集状況。論説3本、紹介1本。このうち論説1本は受理、論説2本は査読中。論文の集まりが悪いので、つくば大会発表者に投稿を呼びかけた。
· 32号のオンライン版は12月中の公開に向けて準備中。
· 1〜17号のオンライン公開に向けた作業。著作権上の問題がありそうな論文の特定作業を12月いっぱいで終える予定。その後、著者に確認する。
· 地震研出版物時代の出版権譲渡について、松浦会長から東大の歴史地震担当である佐竹教授に問い合わせ、公開条件についての文書を取り交わす。文書の下案は小松原幹事が作成する。
5． 広報委員会関係

· ホームページの更新、メーリングリストmushaのメンバー追加を行い、迅速な情報の提供に努めた。
· 歴史地震研究会とメーリングリストmushaの関係について。会員は300人を超えているが、mushaの登録者数は180人。その中には非会員も含まれているため、mushaへ投稿しても会員への周知は不十分な状況にある。
· 会員通知用の一斉アドレスを新たに作ることとする。
７．　研究会のウェブ周りの課題とその解決について

課題

(1) Flashの使用によるセキュリティ問題。スマホやタブレットでは表示されない場合がある。
(2) ドメイン名が静岡大学になっている。

(3) 歴史地震のバックナンバーが計算機資源を圧迫する可能性がある。

(4) サーバーにアクセスできる人が極めて限られている。

改善策
(1) Flashは近日中にサポート停止が確実なので、使用しない。

(2) レンタルサーバーを借りる。
(3) 独自ドメインを取得する。

(4) レンタルサーバーのオプションでML作成機能も導入する。
今後の進め方
　会のホームページ構築・管理に大きく貢献した小山会員、前嶋会員の意向や技術的動向を見極めつつ、まずはセキュリティおよび表示上の問題から解決が急がれるFlash問題から松浦会長を中心に対応をはじめる。
　会員連絡専用メールアドレスの設置も並行して進める（担当：石辺）。4月以降に会員へ連絡する機会が多いので、3月末までに立ち上げることを目指す。
　今年度は新しいホームページの具体化、それを実現するために必要な経費の見積もり、データのバックアップを進める。次年度予算に計上し、すぐに改修にとりかかれるよう準備する。

８．科学技術振興機構「データベース収録に関する利用許諾」への回答について
 松浦会長が林豊・前編集出版幹事の回答案をもとに返答する。
９．　次回幹事会の日程
2018年4月1週〜2週に開催。年明けに日程調整を行う。
